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Polyeucte叉は恩寵の悲劇

村　　瀬　　延　　哉

序

"Polyeucte, martyr"はCorneilleの最初のtragedie chretienneであ

る.彼は1645年の"Th色odore, vierge et martyre"を除いて、二度とこの

ジャンルに手を染めることはなかった。 "Le Cid", "Horace", "Cinna"と

続く一連の傑作の後で、何が作者を宗教劇に向かわせたのか?この点につ

いては後程本論で触れる。ジャンルの特異性は、 "Polyeucte"に従来の作

品にない性格を与えることになったo神の恩寵(grace)が重要な役割を

果す点である。このような超自然的な力の介入は、非常に合理的に構成さ

れてきた彼の過去の作品、つまり登場人物の行動の動機が、通常の人間心

理や理性作用の枠を越えることのなかった作品群と比較する時、劇作術の

-大転換を思わせる。 "Polyeucte est la trag色die de la grace. C'est-A-dire

que cette pi芭ce fait intervenir une force mysterieuse, surnaturelle,

quiとchappe aux prises de l'homme, de sa raison et de sa conscience.

Une force par consとquent qui, par nature, fait eclater les cadres

habituels de la tragedie cornelienne, od nul mouvement n'appara壬t

qui ne s'explique par des raisons tr芭s prとcises. On pouvait exactement

savoir quels mobiles d色terminent les gestes d'Horace, ou d'Emilie, ou

d'Auguste. Aucune force controlable ne peut expliquer la resolution
①

de Polyeucte, la conversion de Pauline ou de FとIix."

だが一方Nadalも指摘するように、同時代の宗教劇と較べれば、 "Po-
^

lyeucte"は荒唐無稔な奇蹟の濫用を免れている数少ない作品でもある。こ

の作品に文学史上不朽の位置を失わせない理由の一つでもあろう。本論が
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問題とするのもこの点にある。 "Polyeucte"の人物達の行為が表面的には

恩寵の作用と見える場合でも、それを観客に不自然なく受け入れさせる、

或いは恩寵を無用なものとする程の、心理的必然性を作者は与えていなか

ったか?極論すればchristianismeの外装をはぎとっても作品が成立し得

るだけの人間的感情が、行為の根底に存在していなかったか?この観点か

ら、主に先の引用中Adamが説明不可能だとした三つの場合、 Polyeucte

の偶像敢壊の決意、 PaulineとFと1ixの改宗に検討を加えたいO

検討に入る前に、 "Polyeucte"の初演年代、 sources,作者を宗教劇に向

かわせた当時の精神風土、作品がひきおこした反響等の、作品理解に不可

欠な事実を明らかにしておく。

1

"Polyeucte"は1643年1月30日にprivil芭geを受け、同年10月20日に印

刷を完了した。初演年代は当然これ以前に湖るが、なお不確定な要素が多

い　1642年12月12日付けの書簡でClaudeSarrauはCorneilleに、同月

4日死去した　Richelieu追悼の詩(carmen)の製作を勧めながら、彼の

近況を尋ねている。 Sarrauは、 "貴方の比類なく高貴な3戯曲に、第4番

目の作品を(drama)加える計画があるか"と尋ね、数行後には"もれ

聞くところでは貴方はある宗教詩を(poema)製作中らしいが、その
ョ

仕事が捗っているか或いは完成したか教えて頂きたい-"と書いている。

Marty-Laveauxはこの三作品が、 "Le Cid", "Horace", "Cinna"を、

製作中の宗教詩が"Polyeucte"を差すことは明らかだとし、全集三巻で主

張した40年説を訂正、 43年とした。しかし一方"Pratique du Th色atre"

中に、 Richelieuが"Polyeucte"を非難したという　D'Aubignac　の証言

が残っている。彼の死が42年12月4日であるから、それ以前に上演されて

いなければならない。

Pintardはprince de Condとの侍医Pierre Bourdelotの手紙から、従

来の説を覆し"Polyeucte"の前作"Cinna"の初演を42年7月とした。そ
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してBourdelotの手紙とも矛盾せず、 SarrauやD'Aubignacの証言にも

合致する場合として、 "Polyeucte"は1642年10月1相から11月8日までに

Richelieuの前でマレー座員によって演じられた後、 42年12月末から43年

1月の問に同座で公開初演されたと推定している。 Richelieuが観劇した

日付の根拠は次の如くである。彼がRoussillon地方遠征のため、 Fontaine-

bleauを42年2月に出発して、再びPalais-Cardinalに帰るのは同年10

月17日である。遠征中の5月、腕に膿傷を患い悪化、 11月18日Palais-

CardinalでDesmarets de Saint-Sorlinの"Europe"の舞台籍古が行わ

れた時、既に列席不可能な状態にあった。しかしこの間、同館ではマL'-

座員により"Europe"の下稔古が幾度か行われており、恐らく　Richelieu

はこの時近々上演することになっていた"Polyeucte"に接する機会を得た
④

のであろう。 42-43年初演はCouton, Herland, Mongrとdien等にも支持

されており、最も有力な説である。

Stegmannは、 Sarrauが"drama"と"poema　を無差別に使っている

可能性もあるが、本来なら"poema　によって劇作品を連想することは難

しい。彼が"比類なく高貴な三戯曲"と呼んでいるのは、 "Horace ,

"Cinna", "Polyeucte"であり、製作中の宗教詩は"Epitaphe de Dom

JeanGoulu"である。 "drama"と"poema　が混同されているとしたら、

製作作品は"Thをodore"の可能性もある.いずれにしろ"Polyeucte"の
⑤

初演は1641年春まで湖らねばならないと、考えた。又Adamは、 "17世紀
⑥

フラソス文学史"中で1641-1642のシーズンを、 Lancasterも同時期を初
ゥ

演時としている。

2

"Polyeucte"の出典は作者自身が明らかにしているo　コソスタンチノー

プルの人Simとon M色taphrasteが10世紀に掃纂した"聖人伝"である。

ギリシア語で書かれていた。 16世紀になってヴェニスの聖職者Aloisio

Lippomaniがこれをラテン語訳した。更に1570年ドイツ人のシャルいレ
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会修道士Laurent Suriusが新教臭の強いものを削除、文体、配列などに

も修正をほどこし、増補分を加えて出版する。彼の仕事を同僚のP良re

Mosanderが引継ぎ完成させる　Corneilleが所有したのは、このMosan-

derの手になる1618年のCologne版であろうと思われる。

SuriusのPolyeucte伝は、 "Saint Polyeucteの殉教の概要"辛"Exa-

men"で作者が詳述しているから省略する　Corneilleが出典を示すのは、

自分の作品が史実に基いていることを明らかにして、 vraisemblanceとい

う厄介な問題を解決するためである。ただ、この場合には宗教劇という題

材の特殊性も関係している。後で触れるように、当時少くともdoctesや

gens d'Egliseの間では、 christianismeを舞台にのせることをよしとしな

い風潮が確立されつつあったO理由の一つは、作者のfictionsとDieuの

手になる神聖なmyst芭resが混同されることにより、 "偽りに真理の外観

を、真理に偽りのcaract芭reを与え"、民衆の信仰心を扱うという点にあ

る。従ってCorneilleは、作品の冒頭で"V色rit色"と単に"ornements"に

すぎぬものを区別する必要を感じたのである。 "ornements"っまり彼の創

作は、彼の言を信じれば、 "Paulineの夢、 S芭V芭reの恋、 Polyeucteの

bapteme effectif,皇帝の勝利を祝う犠牲祭、アルメニア総督としたFとlix
⑧

の権威、 Nとarqueの死、 FelixとPaulineの改宗"である。

Suriusの"聖人伝"には、 "Polyeucte"の主要人物のうち、 S6V芭reの

姿が見当らない。 Corneilleは"SとVとreの恋"を独創としているが、この

人物を含めて多くのものを、 Jean-Pierre Camusの二つの小説、 "La pre-

mi芭re partie d'Alexis" (1622), "Agathonphile" (1621)に負うているよ

うである。 CamusはBelleyの司教職を辞した後、 1629年ノルマンディの

Aulnayのabbayeとなる。更にその直後病気で倒れたRouenの大司教

Harlayの要請を受け、司教総代理の地位に置く。同じくRouen人の

Corneilleは、精力的な宗教上、文学上の活動で著名であったCamusと

この頃面識を持ったと思われる。 Parisでは共にHotel de Liancourtに
ゥ

出入りしていた。 Adamは両者が友人関係にあったと断定している。



"Polyeucte又は恩寵の悲劇 237

Camusは"FAstree"の如き恋愛小説が読者を堕落させることを憂い、驚

くべき多産さでromans色difiantsを書き続けたO

・Alexis"中で、数多くのエビソートが語られるが、 MarcelとColombe

の恋物語もその一つである。二人は、 S色VとreとPaulineを連想させる。

Marcelを愛しながらも、 Pauline同様Colombeは父親の命に従い、

Herminと結婚する。彼女がMarcelに対する愛情をdevoirに従って克

服したのだと述べる件。これを知ったMarcelがColombeやHerminを

恨むどころか、逆に彼女のvertuを賛える点。特に彼女のreputationや

renomとeへの配慮から恋情を断念することなどは、 "Polyeucte"を思わせ

るOェピソ-ドはMarcelの回想談の体裁をとるが、聞き手であるMeliton

も含めて、 Marcel, Colombe, Melitonの三人が発する言葉は、偶然に帰

するには余りにも二幕二場のSとvereとPaulineの台詞に酷似しているO

・Agathonphile"にS6v色reという名の人物を兄い出すことができる。

・皇帝に非常に優遇され、その助言は大変樺戒があり、偉く、権勢のある老
⑳

宮廷人。" "Polyeucte"のS6v芭reと身分上も似ている。

Girolamo Bartolommeiの"Polietto"もsourceに数えねばなるまいo

この悲劇は1632年Rouenで再版を重ねている。 Bartolommeiの"Teodo-

ra"が、"Th色odore"のsourcesの一つであることからしても、 Corneille

がこのイタリア作家の悲劇に目を通していたことは確実であろう。"Pohet-

to"ほ"Polyeucte"と同じM6taphrasteの"聖人伝"に題材を取ってい

るから、共通点があるのは当然だが、注目すべきは"聖人伝"に叙述のな

い事柄についても、なお共通要素が存在することである。たとえばF色Iix

の身分　CorneilleはFactionに棒威を与えるため、彼をアルメニア総督

としたことを自分の創作に数えているOだがBartolommeiのFeliceは既

に総督の地位にある。又彼の保身家で臆病な性格も、 Bartolommeiでは

一層輪をかけて括かれている。 "Polietto"では同名の主人公が、対ベルシ

ア戦役の指揮官に選ばれ、総督の館に向かう途中で、 Artabanoの貯計に

ょり"defil色desdieux"に遭遇する。既に改宗していた主人公は、信仰に



238 村　瀬　延　哉

従って偶像を破壊する。これはベルシア戦争に於ける"皇帝の勝利を祝う

犠牲祭"で、偶像を破壊したPolyeucteの場合を連想させる。第一幕で

PolicarpoとPoliettoのsongesが全体のストオリィを暗示している点

も、 Paulineのsongeと考え合わせると興味深い。但し、この手法は当時

の常套手段であるから、あえてBartolommeiからの借用とする必要はあ

髪Iira

3

"Polyeucte"の直接のsourcesは今述べた如くだが、これ以外に間接的

に作者に影響を与え、宗教劇執筆-向かわせたと推測できる幾つかの要因

を列挙しておく。まず、初演年代は必ずしも明確でないが、 1640年代の前

半に起った宗教劇の再生、流行。 Corneilleの二作品以外に、 du Ryer:

"Saul" (1640), "Esther" (1642), ab色e d'Aubignac ‥ "La P定celle d'OrlとI

ans" (1640), Puget de la Serre: "Le Martyre de Sainte Catherine"

(1641-1642), Saint-Germain : "Sainte Catherine" (1641-1642), Des-

fontames : "Le Martyre de Saint-Eustache" (1643), "L'lllustre Comと-

dien, ou le Martyre de Saint Genest" (1644), Rotrou : "Le V色ritable

Saint Genest" (1645-1646), Baro: "Saint-Eustache"などがこの時期

に集中している。 42年に刊行された"Saul"の序で、 du Ryerは"grands

genies"に向い、このジャンルで自分の後に従うよう呼びかけている。

"je souhaite-que mes maitres, je veux dire ces grands g色rues qui

rendraient Fancienne Gr芭ce envieuse de la France, devierment mes
⑪

lmitateurs dans un dessin si glorieux."宗教悲劇の流行が観客の動向を

見るに敏であったCorneilleを刺激し、当時随一のgenieとしての彼の競

争心も加わって、 "Polyeucte"執筆の一因をなしたと思われる。

フランス語で書かれたtragedie sacreeは、 "Polyeucte"に先行する80

年程の歴史を持つだけだが、それ以外に中世の長いdrame sacr色の伝統が

ある14,5世紀に盛えたmiracleは16世紀に入るとほとんど絶滅した。
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しかしmystとreは1548年のParlementの禁止令後もParis以外の各地で

演じられ続けた。 moralit色に至っては1640年頃でも地方の舞台で見るこ

とができ亘。 "Acta Sanctorum", "Legendes dor色es"等の聖人伝の広範

な流布と相まって、 Corneilleをとりまく環境には宗教的伝統が生きてい

た。

彼が学んだRouenのj色suiteの学院では、宗教劇を学生達に演じさせ

て教育の一環とした。 "Examen"で引用されている著名な人文主義者、

Buchanan, Grotius, Heinsius等の作品もレ/くアトl)ィに含まれていたら

しい。優等生の彼は、自分でも学院芝居を演じたことがあったろうo

Corneilleの生地ノルマンディから、 "folie de la croix"に即、れた、熱

烈な信仰者が輩出している。 Polyeucteの言動に過度の宗教的昂揚を認め

る者は、作者にとってそれが単なる想像の世界の出来事でなかったことを

見逃してはなるまい。 Polyeucteとの精神的類縁性を例証するはずの人物

達を、 Calvet,D色d色yanの著作から紹介しよう。 1611年Basse-Normandie

の貴族の一人息子として生れ、 Caen, Rouen等のCompagnie du Sainト

Sacrementの創設者となったGaston de Rentyは若くして世間を捨て、

布教と貧者、病人救済の生活に入る。兵士の暴行を受け、梅毒を病んだ女

を、 "この腐った肉体から発する胸むかつかせる悪臭が、えも言われぬ芳
⑳

香であるかのように"献身的に看護したと言われる。彼は又、広場で大貴

族の馬車を止軌Saint Sacrementに対する敬意を強要するoこの世で最

愛の者を神に捧げたという理由により、妻の死から激しい歓喜を味った。

Rentyの弟子で、同じく大貴族の身分を捨て、 Companie du Sainト

Sacrementに尽したJean de Berni芭res Louvigny。彼は偽装結婚をし

て、カナダ伝道を希望するMmedela Peltrieの便宜を図る。彼女と共に、

ゥルスラ童貞会のM芭re Marie de l'Jncarnation他一名がカナダに渡るこ

とになる。 Marie de l'Incarnationは、元の名をMroeMartinと言い、

1630年一人息子を捨てて、 Nantesの聖母訪問会に入った。子供の遺棄は、

Polyeucteの偶像破壊同様、カトリックの公会議が禁ずる行為であった。
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彼女の噂はノルマンディ地方に高まり、 Corneilleの耳にも達していたと

思われる。 1639年カナダ出発を前に、彼女達はその地の蛮族から受ける迫

害に思いを致す。だが、まさしくこの殉教の期待こそ、彼女らの心を逸ら

せるものなのだO "C'est particuli芭rement ce point qui leur faisait
⑱

dilater le c(-r par le d色sir qu'elles avaient du martyre." Berni芭res

の思い。 "M芭re de l'lncarnationは少しも彼に憐偶の念を引き起さなかっ

たO彼は彼女がイエス・キリストのた埼犠牲に供され、生資とされ、生き

ながら焼かれることを願った。 MroedelaPeltrieに対しても彼は同じよう
⑭

な願いを示した。"

4

"Polyeucte"の上演はいかなる反響を引き起したか?上演に先立って

Hotel de Rambouilletで作品が朗読される。 "戯曲は礼節と、作者の高名
⑮

に適った称賛を浴びる。"だが数日後Voitureが遠廻しにサロンの真意を

伝えて来るo "PolyeucteはCorneilleが思ったような好評を博さなかっ
⑮

たo特にchristianismeがひどく皆の気を損ねた。"不安に駆られた作者

は下稽古に入っていた戯曲を回収しよう.とするが、′或る大根役者の勧めで

思いとどまるo無名の俳優がフランス古典悲劇中最高の傑作を救ったので
⑲

ある。 LancasterはFontenelleが伝えるこの有名な逸話を否足している。

俳優の考証も行われたが臆潮の域を出ない.だが真偽は別にして、ユピソ

-ドは当時の教養人、学者、教会関係者の宗教劇に対する見方を巧如こ吹

し出している。一方にはGodeauや既に引用したdu Ryerなどtrag色die

chretienneの創造を主張する人物もいたo Lかし一般的に言って、同時代

のhonngtes gensはvie religieuse　と演劇の楽しみ、広く言えばvie

mondameとを区別していた。尊敬をこめて扱われるべき宗教が役者達の

手にかかって冒涜を被ることも、逆にそのしかつめらしさで、芝居のせっ

かくの楽しみを台無しにされることも望まなかった。演劇が信仰Lhの発露

であった中世の民衆の素朴さは既に彼らのものではなかった。
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1639年つまり従来の説によれば、 Baroの"Saint-Eustache"が上演さ

れ、ルイ13世下におけるtrag色die sacrとe復興の口火が切られた年に、 La

Mesnardiとreは劇詩の題材を宗教の領域に求めぬのが妥当だと表明する。

"わが国の詩人達が、外国の詩人と異り、 myst芭resde Religionのでっち

上げを差し控えている点では大いに称賛に価し、 divertissements中に、

かくも敬うべき事柄を利用しない信仰心は彼らの魂の善良さの少なからぬ
⑰

証拠であることを認めねばならぬ。"同じ年にGrenailleは、 "図々しく宗
⑩

教と芝居を交ぜ合わせてはならぬ"と、又47年にはVossiusが"寓話や芝
⑲

居に変えられることはchosessaintesの権威にふさわしからぬ"と述べて

いるO更に時代が下ると、 40年代初糾こ自分でも宗教劇を書いたD'Aubi-

gnacが、 "私は、人々がEcritures saintes中に叙事詩や劇詩の主題を求

めることが許せない。なぜなら作者の丘ctionsが、神によって我々に啓示

されたmyst芭resと混同されるや、偽りに真理の外観を、真理に偽りの
⑩

caract芭reを与えるからだ。"と主張する　SainトEvremondはmati芭res

samtesの劇化が信仰の観点からだけでなく、演劇の楽しみという面から

も好ましからぬと考えた。・"最も神聖な教義、最もキリスト教的な行為、最

も有益な真理から、最も面白味の少ない悲劇ができあがるだろう。"何故

か? "我々の宗教的精神は悲劇の精神と其向から対立する。聖者達の謙遜
⑳

と忍従は劇が要求する英雄達のvertus　と余りにも反対のものである。"更

にBoileauが"詩学"中で、 "Dieu, les Saintset sesProph色tes　や"1es

myst色res terribles de la foi d'un Chretien"の登場が劇に不適当であると
^r

して、止めをさす。

Hotel de Rambouillet以外の"Polyeucte"に対する批評はどうか?班

に述べた如く生前作品に接する機会を持ったRichelieuは、"侍女にすぎぬ

Stratoniceやその他の役者達が異教徒の信仰のた釧こ弁じ、キリスト教に

対し数知れぬ冒酒の言葉を吐く(・-)作者はこれに反論し、その誤りを打ち
⑳

破ることのできる人物を一人も登場させていない"点を許し難いとした。

たとえばStratoniceの次のような台詞O "Un mとchant, un infえme, un
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rebelle, un perfide,/ Un traitre, un seel色rat, un lache, un parricide,/

Une peste execrable A tous les gens de bien,/ Un sacril芭ge impie: en
⑳

un mot, un chr色tien".

D'Aubignacが非難するのは、殉教の神聖な悲劇の中に、 Paulineと

S色vdreの不倫の恋が描かれていることだ。このようなm色Iangeは決して

許されぬ。 "Corneille氏がMartyre de Polyeucte中で陥った誤りがこ

れである。多くのキリスト教徒らしい会話、多くの宗教上の美しいsenti-

mentsにまじって、 Paulineはhonnetefemmeにまったくふさわしから
㊨

ぬ会話をS色V芭reと交す。" Saint-EvremondはD'Aubignacと逆の見解

を示す。殉教者の"vertus chr^tiennes"の無味乾燥な描写だけなら、作

者は名声を失っていただろう。失敗から救ったのは、このような美徳と"刺

の感情、別の情熱に動かされたPaulineとSev芭reの対話"の美しさであ
㊨

る。 prince de ContiもSainトEvremondと同じ見方をしているo

Corneilleは反宗教劇の風潮の中で、どのように自己弁護を試みたか?

Suriusの原本と自分の丘ctionsを綿密に区別し、読者が宗教上の敬意を払

うべきものに敬意を欠いたり、その逆のことが起らないよう配慮したこと

は既に述べた。 Acad色mieが'(聖書のどんな短いつづりでも、余りに神聖
⑳

なので変更を全く許さない"と判断していることについては、彼のように

聖人伝を取材源とした時には、歴史書と同じように変更を加えることがで

きるとしている。

不都合はアリストテレスの"詩学"からも生れる。彼が悲劇の主人公に

ふさわしいと考えたのは"完全に善良でも完全に悪人でもない人物であ

るO" "完全に徳高き人々が不幸におちいるケースを除外するとすれば、孜

々の舞台からmartyrsを追放することになる。 Polyeucteはこの規則に
㊨

反して成功した。''Corneilleは例の如く煩蛮な論理を展開して、ア.)スト

テレスと和解を試みる。哲学者が"完全に徳高き人々が不幸におちいるケ

-ス"を除外したのは、これが観客の正義感を著しく損って、不快を感じ

させるからである.つまり悲劇の目的がpitl色とcramteの情の喚起にあ
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るとすれば、このように大きすぎる不正は、主人公を迫害する者に対する

憤りと憎しみの方を多く生み出す。これらの情念は観客を焦ら立たせ、悲

劇本来の感情を損う作用をする。だから逆に言えば迫害者が観客に過度の

憤りを覚えさせる程悪人でない場合には、徳高き人物を主人公とすること

も可能である。 F色Iixの場合がそれである。彼の行為はキリスト教徒への

憎悪と言うより、 S6V芭reの報復を恐れる、臆病な保身本能の結果である。

従って観客の胸中で、 Fと1ix -の嫌悪がPolyeucteに対するpitieを抹消

する危険はない。

又CorneilleはGrotiusやBuchananが殉教を扱った宗教悲劇を書い

ていること、 "詩学"の翻訳者でもあるHeinsiusが彼に有利な理論を述べ

ていることなど、当代の権威者からも弁明の根拠を借りている。

``Polyeucte"の上演は、上記の如き識者達の批判にもかかわらず成功し

た。 "LeCid"の場合と同じことが起ったのである1675年、 Corneilleに

好感を持っていなかったabb色de Villiersが、 "役者達はPolyeucteによ

って、彼らがそれ以後上演したどんな悲劇と較べても、よく多くの収入を
⑳

得た"と証言している。

Vion d'Alibrayのように、作品の宗教性に感嘆の意を示す人物もある

が、一般の観客はSaint-Evremond同様、 PaulineとSev芭reの恋物語に

心を奪われたらしい。この傾向は18世紀まで続く　Voltaireの時代の

philosophesの目には、 Polyeucteは狂信家以外の何者でもない。 Pauline

が愛すべきは夫でなく、かっての恋人であった。 "De Polyeucte labelle

ame/ Aurait faiblement attendri,/Et les vers Chretiens qu'il dとclame/

Seraient tomb色s dans le d色cri,/ N'eatとte l'amour de sa femme/ Pour

ce paien favori,/ Qui m色ritait bien mieux sa flamme/ Que son bon

⑳
d色vot de mari." "Polyeucte"がキリスト教精神を体現する悲劇として評

価されるには、 19世紀のChateaubriand或いは更に下ってP色guyの批評

を得たねばならない。
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5

Polyeucte　がキリスト教のDieuに心ひかれたことは、 Corneilleの過

去の作品の主人公像を吟味する時、決して唐突な印象を与えない。 Dieu

は従来の主人公達が経てきた苦悩、篇藤を解決するものとして現れる。こ

の意味で、 Polyeucteとそれ以前の作品問にある外観上の断絶は、否定さ

れねばならぬ。彼らの苦悩とは何か?現世で人間の欲望が追い求める日

的。女性との変、勇気の代償としての名誉、極力。これらが与える満足は

時と共に滅び、後には幻滅しか残らぬという苦い認識である。だから、し

ばしば彼らは理想を外部の対象でなく、自己の内部に、つまり自己の情念

に打克ち、精神的自由を得ること。 Descartes的なIibre arbitreを獲得す

ることに求めた。

このようなCorneille的h色rosの原型として登場するのがAlidorであ

る.奇矯な主人公は熱愛する恋人AngとIiqueを進んで友人に譲ろうとす

る。情熱の奴隷となる危険を感じたからだ。彼の理想は常にIibre arbitre
⑳

を保持することである。 "Je veux la liberte dans le milieu desfers."し

かるに現状は正反対である。 "Et de tous mes soucis la liberte bannie/
<D

Me soumet en esclaveえtrop de tyrannie."又彼は愛や美の移ろい易さ

に不信感を持っている。 Angdlqueの美貌、彼女への愛はいつまで続くこ

とができるか?友人が、 Alidorと彼女の結婚を灰かした際の、主人公の答。

"Mais sa beau縫peut-elle autant durer que lui (-na三ud)?/ Et peu

qu'elle dure, aucun me peuトil dire/ Si je pourrai l'aimer jusqu'えce
㊥

quelleexpire?"それは、この世のすべてのものが時と共に変化してやま

ぬという/ミロック的感覚の表明でもある。 "Dutemps, qui change tout,
㊥

les rとvolutions/ Ne changent-elles pas nos r色solutions? "

叙事詩的な雄大さを持つCuriace三兄弟との決闘の後、思いもかけず

Horaceを襲った不幸。しばしばunite d'actionの欠如を指摘されるHora-

ceの妹殺しの悲劇的意味は何か?いかに勇者と言えども、己が栄誉、己

が力を永久に享受することはできぬという人間存在の脆さを示す。五幕の
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㊨
Horaceの慨嘆"Puisque pour mon honneur j'ai dとjA trop vとcu.救国

の英雄としてhonneurの絶頂を極めた今となっては、没落の余生しか残

されていないという嘆き。妹殺しが早くも彼の栄光に暗い陰を落とす。

"Cinna"のAuguste。幾多の人命を犠牲にして昇りつめた帝位から、彼

は何を得たか?心の休らぎを奪う心労、謀叛の恐れ、絶えざる疑心暗鬼。

"D'effroyables soucis, d'色ternelles alarmes,/ Mille ennemis secrets, la

mortえtous propos,/ Point de plaisir sans trouble, et iamais de
:ォ

repos.彼は今や帝位を降りることに希望すら感じている。 "Etmon縫sur
⑳

le faite, il aspire A descendre."悲劇は彼が最も信じていた人々、 Cinna,

Emilie,Maximeの謀叛によってクライマックスに達するだろう。

主人公に限定しないなら、 "LeCid"のDonDi芭gueも又、栄光の空し

さ、 condition humaineの無常を味わねばならなかった。 GormとS伯の平

手打ちを受けながら、彼には恥をそそぐ力がない。白髪の今日の日まで生

き長らえたのは、若き日の勇士としての名誉を、このようにして汚すため

だったのか? "N'ai-je done tant v色cu que pour cette infamie?/Et ne

suis-ie blanchi dans les travaux guerriers/ Que pour voir en un jour
<2T

負色trir tant de lauriers? ;

PolyeucteのDieuは、かかる無常から主人公を救済するものとして現

れる。 Dieuの約束する至福は、時と共に変化し、実現と同時に幻滅を招

きはしない。 "Un bonheur assur色sans mesure et sans丘n,/ Au-dessus
⑲

del'envie, au-dessusdu destm."だがDieuの意に適おうとすれば、愛

欲も富も地位も振捨てねばならぬ。"N6gliger, pour lui plaire, et femme,
㊥

et biens, et rang,/ Exposer pour sa gloire et verser tout son sang."

奇しくも劇中二度に渡って繰返されるこの台詞こそ、 Polyeucteが体験す

る試練の性質を明らかにしている。まず冒頭の場面で、 N色arqueが主人公

に、悲劇のテーマを予告するかのように、 2幕6場では偶像破壊の決意を

固めた主人公が、連にN色arque説得のために、同じ台詞を吐く。欲望か

らの離脱は、 4幕2場の名高いStancesを通じて、 Polyeucteの内で接ぎ
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ないものとなる. "Que voulez-vous de moi,瓜atteuses voluptes? /Hon-

teux attachements de la chair et du monde (-うAllez, honneurs,
⑳

plaisirs, qui me livrez la guerre" :

Polyeucteを現世に執着させる最大の理由がPaulineにあることは言う

までもない。彼の苦悩を一層鮮やかに描き出すた竣川こ、 Corneilleが舞台

の日付を彼らの結婚後わずか二週間目に置いたことは興味深い。彼の作品

中でも、恐らく"LeCid"を除いて例をみない濃やかな愛情の描写。取わ

けbienseancesによって抑制された文体の間からも漂ってくる官能の香

り。これらを作者自身の感情生活の投影と見るべきか?多分1641年の始め、

彼はMarie de Lampとri芭reと結ばれた。 Fontenelleの伝える所によれ

ば、 Polyeucte同様彼はこの結婚を待ち焦がれていたが、娘の父が反対し
㊧

たため、 Richelieuの手を患わせねばならなかった。 "Polyeucte"の初演

をStegmannやLancasterの主張する年代まで潮らせるなら、この見方

は一層妥当なものとなろう。

4幕4場で処刑を覚悟した主人公は、妻の幸福を思い、彼女をSとV色reに

譲る。キl)スト教的謙譲の美徳の発露という高貴な外観を備えたこの行為

は、同時にAlidorの残酷な仕打ちを連想させる。自分を愛している女を、

一個の物の如くに他の男の手に委ねるのだ。又それが惹起する劇的効果に

おいて、 Rodrigueが血糊のついた剣を差し出しChimとneに自分を殺せ

と迫る場面を思わせる。どちらの場合も主人公は、女性が自分を愛してい

ることを知りながら、彼女らの到底承服し難い行為を強いる。その結果女

達は主人公の命に従わないことで、彼を愛していることを一層明らかにす

る。 Rodrigueに対するChapelainの非難は必ずしも的外れと言えない。

"Chimとneが自分の手で仇を討つ決意をすると本気で信じている様には見

えない以上、彼は彼女が当然拒むであろう刃を、猶予を置かず自身の手で

己が身に向けるべきであった。死ぬために、これほど拙劣な手段を取った
・i?

のを見ても、彼が死ぬことを望んでいなかったことは明らかである。"で

は何故Rodrigueは殺せと強要するのか? Nadalの穿った解釈によれば、
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Chim色neに、復讐の錠に従うことができぬ。父親の殺害者を宿命のよう

に愛していると、言わせるためだ。意志も義務も忘れ、彼の足下に屈した

この愛の戦利品を前にして、 Rodrigueは征服者の喜びに満たされる。 "実

際には彼はここで犠牲者に対する拷問者の役割を果している。彼は彼女の

ロから　amourに打ち負かされたという告白を得るまでさいなみ続ける-

Chim芭neが自由で誇り高くあっても彼にとって失われた存在であるより、
㊨

卑しめられていても自分のものであると知る方を彼は好む。''

Polyeucteについても同じことが言えるか?愛の証しを強要する無意識

的衝動が潜んでいるか?無論Rodrigueの心底にsadiqueなarri色re-pen-

S色eを仮定するNadal流の解釈が、一般の承認を受けている訳ではなく、

主人公の高貴な騎士道精神を卑しめるという誘りを免れぬであろう。同様

にここでは、 Polyeucteのキリスト者としての美徳に疑いをはさむことに

なる。従って今の所は、彼の行為が一種の矛盾した側面を持つように見え

る。崇高な美徳の表現であると共に、ほの暗い本能の詐術を感じさせると、

指摘するにとどめよう。

Polyeucteの結末は、 Alidorの挫折が-ッピィエソドを得たケースと言

える。 AlidorがAng色hqueを友人に譲るのは、情熱の扶欄に身を任すの

を恐れたためだった。二度に渡る企みが失敗に帰した時、彼は以前にもま

して彼女-の愛を痛感する。だが、 AngとIiqueにとって、彼の行いは裏切

り以外の何物でもない。二人の間に永遠の別離が訪れる。これに対し、同

じようにPaulineを愛しながらS色V芭reに譲ったPolyeucteは、彼女の改

宗により共通の理想、 Dieuの下に結ばれることになるO　もはや彼女は、

彼が恐れねばならぬ"点atteuses voluptes"でも"honteux attachements

de la chair"でもない。彼はAlidorと同様、情熱と官能の危磯を経た後、

Alidorの失敗とは対照的に、女性への愛と情念の支配という両立し難い

理想の実現に成功したのである。

以上我々は、 Corneilleがchr6tienを主人公とする戯曲を書く必然性

が、 "Polyeucte"以前の作品に既に存在していることを明らかにした。主
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大公がDieuにひかれた動機において、又Paulineとの愛の篇藤において、

彼は過去の人物達の色渡い痕跡をとどめている。

※　　　　　ゝx　　　　:><

AdamはPolyeucteが偶像破壊を決意する際の、決意の仕方が不自然

であると指摘している。 Polyeucteが洗礼を受けて戻って来る　Pauline

は夢の一部が現実となって不安におののいている。彼は妻の不安を鎮め、

愛の言葉を吐く(2幕4場)。使いが神殿に来るようPolyeucteを招くと、

彼は"Yvenez-vous, Madame?"(629)と妻に尋ねる。更にS色V芭reとの

確執を恐れる彼女に"Nous ne nous combattrons que de civilite" (636)

と答えて別れる(2幕5場)。この後でPolyeucteの態度が豹変する　640

行目の台詞を皮切りに、 643行目で遂に偶像破壊の本心を吐露する。彼の

決意はどの箇所でなされたか?洗礼の直後、つまり2幕4場で舞台に登場

した時既に決意を固めていたとしたら、彼の妻に対する労りの言葉は欺柄

に満ちたものになる。なぜなら妻の夢が間もなく正夢となることを知って

いるのは、誰より彼自身のはずだからだ。まして、その彼が妻を神殿に誘

うような台詞を吐くだろうか(629)?もし妻が列席を承諾していたら、彼

女の不安を和らげた直後に、彼女の眼前で彼女を絶望のどん底に叩きこむ

行為に及ぶ積りだったのか?到底信じられない。従って彼の決意は636行

から640行の間に行われたと結論する他ない。この突然の決意が、まさし

くgrえceの作用であり、 "殉教-のこの予期せざる突然の渇望は神学的真

理であると共に、別次元の心理学つまり聖者の心理学においては、心理学
㊨

的真理でもある"と認めるとしても、聖者ならざる通常の観客の"esprit
⑮

を完全には満足さし得ない"恨みを残す点は否定できないO　我々は率直に

Adamの見解に賛成しようO　この不自然さは、宗教劇という特殊なテ-マ

がもたらした"Corneilleをもってしても克服しえなかった余りに困難な
⑳

障害"であった。

ただ作品構成から言えば、この不合理も黙認できる、ささやかな欠陥に

すぎない。主人公の偶像破壊なくしては"Polyeucte"の悲劇は成り立たな
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い。しかし悲劇導入に不可欠であることと、観客を感動させることとは別

問題である。彼の行為の劇作術上の意義は、殉教精神の高揚により観客を

感動させる、それ自身で舞台の山場をなすと言うより、 Polyeucteと

Pauline, PaulineとSとV芭reの間に複雑な緊張関係を作り出し、 4慕以降

の感動的な場面を準備することにある。 "Polyeucteの洗礼と偶像破壊と

いう向こう見ずな行いはPaulineとS色V芭reの関係を複雑かつ悲壮にする
;-ir、

た糾このみ存在しているように思えるO"我々は作品の興味がPaulineと

S色Ⅴ芭reの関係にだけ存するとは考えないが、その点を除けば、 Schlum-

bergerの意見に同意しようO　そしてCorneilleが"Le Cid"の"Examen"

で駆使したのと同じ論法で"Polyeucte"を弁護しよう。 Chim芭neが父親

の死の直後、 2度に渡ってRodrigueを自分の部屋に迎え入れたことは

vraisemblanceに反するよだがD'Aubignacによれば、 "彼らの会話は、

まことに美しい数々の思いに満ちているので、多くの人たちはこの欠点に
⑲

気づかなかったし、まだ気づいた人も黙許したのである。" Corneilleの結

論。 "アリストテレスは不合理、非常識なことでも、それが観客に歓迎さ

れると思われる時は、詩のなかに残しておかなくてはならぬと言う。この

場合、観客が目をくらませられるほどの光彩でこの不合理なことを包み隠
⑲

すのが詩人のなすべき務めである。" Corneilleは4碁3場或いは6、 7場

の輝やかしい光彩により、 "詩人のなすべき務め"を見事に果したのでな

かったか?

VoltaireはFontenelleの逸話を踏承する形で、 H6tel de Rambouillet

特わけGrasseの司教Godeauが、 Polyeucteの偶像破壊を非難したと伝

えているO ``人々が言うには、これは軽はずみな熱狂であり、色V芭ques辛
⑳

synodesは法と秩序に対するこのような侵犯をはっきり禁じていた。"

Fontenelleの伝記では、 Hotel de Rambouilletが"Polyeucte"のchris-

tianismeに対し、いかなる理由で反感を抱いたかが示されていなかった。

Voltaireはそれを明らかにしている。反感の理由は、たとえばD'Aubi-

gnacが言うように、 fictionsと神学上のⅤ色ri蛙とを混在させることによ
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り、観客の信仰心を担うといった宗教劇一般に該当するものではない。我

々の目に最も宗教的と思える行為そのものが、聖職者或いは教会の名に於

いて糾弾されている。

Fontenelle同様Voltaireの逸話も信愚性の程は定かでないOただ、こ

のような非難を可能ならしめる歴史的事実として、 305年のIllib色risの公

会議で"偶像を破壊し、そのた捌こ殺害された者は、殉教者の列に加えら
IM

れないであろう。"旨決定されている。偶像破壊の禁止は、破壊者が拷問に
㊥

耐えられず、異教に改宗する例が多く見られたかららしい。伝記中のPo-

lyeucteが聖者の列に加えられたのは、例外的なケ-スであった。

``法と秩序"を侵し、 ordrede l'Egliseにさえ遣反しかねないPolyeucte

の偶像破壊。愛する妻を捨て家庭を破壊する彼の殉教に対し、各世紀はそ

れぞれの立場から批判の矢を放つ。 Voltaireはphilosopheにふさわしい

合理精神を発揮し、 Polyeucteが過激な行為に走らず、祭礼の出席を見合
㊥

わせるにとどめたら、劇はずっと興味深くなったろうと述べる。 19世紀の

ブルジョワ的良識はBruneti芭reに"Polyeucteの≪義務≫が殉教に身を捧

げるため、宣誓された婚姻の誓い、教会の命に反してまでPaulineを捨て

ることであったと主張する者が誰かいるか?逆にあらゆる点から考慮し

て、彼の真の≪義務≫ほこの殉教を避けることでなかったか?"と言わせ
㊨
る。現代のカトリック作家Claudelは、 Brasillachにあてた書簡中、激烈

な調子で作品のキリスト教精神を否定する。 "私はCorneilleが最大のキ

リスト教詩人であるという貴君の断定に驚いています-Polyeucteは馬鹿

げた空威張り置以外の何者でもありません。"彼の作品は、 "キリスト教の
㊥

否定そのものであり、福音書の光明の一筋すらそこには差しこまない-"

これらの批判の中で特に注目をひくのは、最後のClaudelの場合であろ

う。 "Polyeucte"に限定しなければ、この種の批判は既に17世紀のjans'色I

nistes達に兄い出される。 Corneilleの作品が、キリスト教精神と相いれ

ぬorgueilやamourdesoiを誇示するものとして、非難を浴びている。

"あらゆる劇詩人の中で多分最も　honnSte hommeである　Corneilleのす
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ベての作品は、倣懐き、野心、嫉妬、復讐心、特に激しい自己愛そのもの
◎

であるロ-マ的美徳の生彩に富んだ表現にすぎぬ。"

しかし"Polyeucte"が真にキリスト教精神を体現した悲劇か否かを、こ

こで論ずることは差し控えたい。本小論で扱うには施大すぎるテ-マだか

らだ。 17世紀について、大変荒っぽい言い方をすれば、前半ではchristi-

amsmeはストア精神と融合する形で、互いに排斥することなく両立でき

たのに対し、時代が下るにつれ、特にjans色nistesによって、両者の矛盾

した性格が強調される。先の引用でNicoleが"ローマ的美徳"に示して

いる敵意によっても、又Pascalの"Entretienavec M. deSaci"等から

も、それが窺えよう。このような時代思潮の変化やchristianisme内の様

々な分派の思想の考察は、もともとストア的性格の強いCorneilleの作品

の宗教性を判断する上で不可避である。たとえば既に紹介したように、彼

の同時代人として、 Gaston de Renty, Jean de Berni芭res等のPolyeucte

との精神的類縁性を思わせるfanatiques　も存在していた。問題を17世紀

に隈らぬとすれば、判断の基準となるキリスト教精神の定義は一層困戟

な、ほとんど不可能なものになろう。

JulesLemaitreは、 "一つの観念、一つの信仰にとり愚かれ、そのため

に常に自分自身を犠牲にするばかりか他人をも犠牲にする用意のある人

物"、 "そう言いたければfanatique"、 "非常に特殊な、結局は非常に高貴
⑳

な種類の魂の完成された典型"であるPolyeucteを、世紀末のニヒリスト

や無政府主義者クロボトキンのイメージとだぶらせている　AndrとGide

も同種の感想をもらした。"Polyeucteはキリスト教徒としてよりむしろ草
◎

命家として振舞っている。"鯛限な作家達の直観は、 Polyeucteの過激な

行いに現代的興味を添えるものと言えよう。彼の内に一種の革命家気質を

認めることが、彼のキリスト者としての資格を抗うことには無論なる普

い。

※　　　　※　　　　※
LsS

有名なSainte-Beuve説"Corneille est de Port-Royal par Polyeucte.
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に関連し、作品中に表れるgraceと自由意志の関係について一言してお

く　jans色nismeの主要な教理である"grace efficace"では、この恩寵は

人間の意志を決定する形で働く。意志がこれに抗うことはできない。とこ

ろが1碁1場のN色arqueの台詞を例にとっても、そこで述べられている

神学理念はjansとmsmeと異るo "II (-Dieu) est toujours tout juste et

tout bon; mais sa gr急ce/ Ne descend pas toujours avec meme

e伍cace ; / Apr芭s certarns moments que perdent nos longueurs,/ Elle
⑳

qiutte ces traits qui p芭netrent les cc£urs: '妻の涙にひかされて、洗礼を

延期しようとするPolyeucteに、ぐずぐず時を費している間にも、恩寵の

効果が弱まるとN色arqueは説く。恩寵がeffectivementに働くた捌こ、

人間の意志の同意を必要とするこの考え方は、 molinismeの立場に近いと

言えよう。

Jans色musの"Augustinus"の公刊は1640年であり、 Corneilleが"Po_

lyeucte"執筆当時論争は開始されたばかりであった。門外漢の彼が論争内

容に精通していたと思われない。又その頃Port-Royalは他よりも信仰に

燃えた-修道院という以上の存在でなかった。 jans色msmeとj色suitisme

の対立が表面化した後、 1659年の"CEdipe"でCorneilleはjans色msme的

宿命観に対し、明らかに自由意志を擁護している。 Sainte-Beuveは、こ

のTh色S色eのtiradeを自己の主掛こ矛盾すると判断したせいか、 noteに
⑳

書きしるすにとどめた。

6

Paulineの改宗の理由を明らかにするには、彼女がPolyeucte, Sevとre

に抱いた愛情心理を分析する必要がある。 Madame de La Fayetteの小説

に酷似した三角関係に光をあてねばならぬ。ルイ十四世の王太子妃は観劇

の後、 "VoilA une honn^te femme qui n'aime pas son mari."とPauline
,61)

を評したOだがCorneilleのヒロインは、 PrincessedeCl芭vesと異り、

夫を愛することで終る。
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まずS色V芭reとの関係から検討する。二人の愛はamour h色roiqueのモ

ラルに則している　amour h色roiqueとはNadalがCorneilleの作品や当

時の上流社会のm(記urSなどを分析、抽出したgloire, honneurに基く恋

愛の観念である。 PaulineをS色V芭reにひきつける魅力は、何より彼の

"m色rites"から生じる。 "・蝣蝣et jamais notre Rome/ N'a produit plus
⑳

grand coeur, ni vu plus honnete homme." 2幕2場でS色Ⅴ色reはベルシ

ア戦役最大の武勲者、 Dとcie皇帝の寵臣として、輝しいgloireに包まれて

蘇る。英雄のこのprestigeこそ、就中Paulineを絃惑し、かっての恋の

炎に油を注ぐものなのだ。 "Un je ne sais quel charme encor vers vous

m'emporte;/ votre m色rite est grand, si ma raison est forte:/ Je le

vois; encor tel qu'il alluma mes feux,/ D'autant plus puissamment

solliciter mes vαux/ Qu'il est environnとde puissance et de gloire,/
⑳

Qu'en tous lieux aprとs vous il traine la victoire,-"だがS色V色reの

gloireが彼女を魅惑したように、彼女も己れのgloireを守らねばならぬO夫

への貞節を貫いて、 vertueuseな女としてとどまらねばならぬ。それこそ

amourh色roiqueのモラルが要請する所であり、尊敬するSとⅤ芭reにふさわし

い女であり得る唯一の手段、彼の愛に答える証しなのだO "Etvoyezquun

devoir moms ferme et moins sineとre/ N'aurait pas merite l amour
⑳

du grand Sevとre.かくて"Le Cid"の読者には既に馴み深い場面、恋人

同志があたかも闘技のように、 devoirに対する忠誠において、 g色nerosi縫

において、魂の崇高さにおいて相手にひけをとるまいと競い合う場面が展

開される。一度"gloire"という魔法の呪文が発せられるや、 Paulmeと共

通のモラルを生きるSとV芭reは、己れの幸福を諦める他ない。 "Je veux

guとrir des miens (-mes maux) : ils souilleraient ma gloire.-Ah!

puisque votre gloire en prononce l'arret,/ II faut que ma douleur
ォ?

Cとdeえson interet. '

4碁6、 7場でも同じ場面が繰返される　Polyeucteが妻をSとVとreに

任ねた時、消えかかった希望の灯が再び彼の心に点る。だが予期しない
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Paulineの拒絶。彼女はS6V芭reの名誉心、彼のvertuに訴えて、夫の助

命を願うO "Je sais que c'est beaucoup que ce que je demande;/ Mais

plus l'effort est grand, plus la gloire en est grande.(-0 C'est un trait
⑳

de vertu qui n'appartient qu'A vous.再び自分の幸福を犠牲にして、

SとV芭reは恋人の願いを叶えてやるだろう。何のために?彼女にふさわし

い男であるという　gloireを得んがため。 "Lagloire de montrerえcette
◎

ame si belle/ Que S色V芭re l'色gale, et qu'il est digne d'elle; "

だが誤解してはならない。 17世紀の観客やVoltaireの世代を感激させ

たPaulineとS色V芭reの恋　gloireを重んじ、 devoirの名によっで情熱

の支配を試みるこの種の恋は、必ずしもCorneilleの独創ではないO "Po-

lyeucte"の2幕2場が、 Camusの"Alexis"を恐らくsourceとしている

ことは述べた。 Marcelを変しながら、 Herminと結婚したColombeの

言葉``Dites A Marcel que j'honoreray tou∫jour∫ ∫e∫ mentes; ∫i j eu∫∫e eu le

pouvoiγ　choi∫ir quelquun, me∫ affection∫ m'eu∫∫ent donnee 良 luy; mais ne

pouvant faire que ce que je doi∫ et me debvant toute A ceux qui m'ont
⑳

donne l'estre, il faut que je suive leur volon縫."一方PaulineがS芭V芭re

に語る台詞"Si le ciel en mon choix eut mismonhym色n色e/Avos

seules vertus je me serais donn色e, (-) Mais puisque mon devoir

m'imposait d'autres lois,/ De quelque amant pour moi que mon pere
⑳

e凸t fait choix(-) j'aurais ob色i,-"二つのセリフの比較だけでも類似は

明白であろう。

"Polyeucte"の独創性はむしろ、 Paulineの夫に対する愛情心理の展開

に求められねばならない。しかし、その検討に入る前にS6v芭reの人物像

を素描しておく。彼には二つの顔がある。二つながらPolyeucteと対照的

である。まずPaulineが"trop parfaitamant"と呼ぶ顔O　彼は一種の女

性崇拝者である　PolyeucteのDieuに対し、 S色Ⅴ芭reの神はPaulineそ

の人である。 "Je n'aurais adore que l'eclat de vos yeux,/ J'en aurais
⑳

fait rois, j'en aurais fait mes dieux; "
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第二に彼はVoltaire好みのtol色raneeを備えた、懐疑主義者である。

信仰の自由を認めている。 "J'approuve cependant que chacun ait ses
Sil

dieux."ここでもPolyeucteのfanatismeと好対照をなす。彼の供疑的知

性は、初版本の次の台詞に、特に頭著に現れる。 "Peut-etre qu'apr芭s tout

ces croyances publiques/ Ne sont qu'inventions de sages politiques,

/ Pour contenir un peuple ou bien pour l'色mouvoir,/ Et dessus sa

⑳
faiblesse affermir leur pouvoir; "宗教を民衆を掌握、扇動するための賢

明な政治家の詐術とするこの件が、後に削除された理由として、 Loukovi-

tchはIibertinの危険思想に通じるものがあったので、作者が恐れをな
⑳

したせいだと推測している。

※　　　　　＼　　　　　蝣x

Paulineは義務から夫を愛そうとする。 "Et moi, commeえsonlitje

me vis destinとe,/ Je donnai par devoir A son affection/ Tout ce que
⑭

l'autre avait par inclination."父親が与えた夫に忠実であろうとする態

度は、封建モラルの秩序を厳守するものと言えよう。だが、 Polyeucteの

偶像破壊が告げられる3幕2場で、彼女の愛のモラルに微妙な変化が生ず

る。 Stratoniceは言うG "Ce courage si grand, cetteえme si divine,
⑮

/ N'est plusdignedu jour, ni dignede Pauline."相手にふさわしくあるこ

とが決定的意味を持ったPaulineとSとⅤ色reの恋なら、 dieuxと皇帝に反逆

を企て、卑しむべき邪教に身を投じたPolyeucte,この恥辱にまみれgloire

を喪失した男は、それだけで・Paulineの愛に値しない人間となるはずであ

った。だがPaulineの答。 "Quelque Chretien qu'il soit, je n'en ai point
-¥r.、

d'horreur ; / Je chとris sa personne-"彼女は夫の"m色rites"ではなく、

"sapersonne　そのものを愛していると告白する。このようにして彼女は

封建モラルが許さぬ愛を生き始める。 "Et saintement rebelle aux lois
㊥

de ma naissance," amour h色roiqueから遥かに人間的な愛への移行が始

ま."-^1°

4幕3場。夫の翻意を促そうと、 Paulineは説得を繰返す。名門の血を
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ひく彼の輝しい将来。王に民衆に国家に負うている義務。遂にはS6V芭re

が滞在する一時だけでも異教徒の振りをしてくれと願う。だがこれらの説

得も夫の信仰心を揺るがすことはできない。彼女は最後の手段、二人を結

ぶ愛の粋に訴える。彼女の語調は変り、劇中始めて夫をtutoyerする(12

37行以降)o "C'est done lA Ie degodt qu'apporte l'hym色n色e?/ Je te
⑲

suis odieuse apr芭s m'etre donn芭e! "女性のロから灰めかされた肉の思い

出o裏切られた魂と肉体の恨みの叫びは、古典主義の文体としては驚くべ
⑳

き大胆さ"audaces bouleversantes"に満ちている。

Polyeucteへの思いがいかに高まったように見えても、彼女が夫の理想

に無理解であることに変りない。 "VoilA de vos Chretiens les ridicules
⑳　　　　　　㊨　　　　　　　　　　㊨

songes, , "Imaginations! : "Etrange aveuglement! "。

4碁4場は、彼女にとって夫の決定的背信を意味するはずであった。だ

が奇妙なことに、 Paulineの女性心理は、 Polyeucteが彼女から離れよう

とすればする程、彼の後を追わせることになる。そして夫が彼女をSとV芭re

に任ねたこの瞬間に、彼女の心は決定的にPolyeucteに傾く。かっての恋

人に夫の助命を請う彼女は、二つの愛の間を妨径い、 "Et quoique le

dehors soit sans emotion,/ Le dedans n'est que trouble et que sedi-
㊨

tion."と告白した2着のPaulineではない。 "Mon Polyeucte touche A
・v-J、

son heure derni芭re; " Polyeucteの前に始めて所有形容詞が冠せられる。

彼女は決然たる態度で、 S色,芭reの名誉心、 "parfait amant"を動かす最

大の秘法に訴えて目的を遂げる。

5碁のPauineには何のためらいもないo　どこまでも夫の後に従うだろ
⑳

うO "Je te suivrai partout, et mourrai si tu meurs."彼女の改宗はこの

台詞の直後に起る。作者の意図した如く、これをgr畠ceの作用と考えるべ

きか?殉教し天に昇ったPolyeucteの祈り、 Peguy流に言えば"Eglise

tnomphante"の"Eglise militante", "Eglise souffrante" -の祈りが叶え
⑳

られたせいか? "je vois言e sais, jecrois, jesuis desabusee:"だが、

Paulineの開眼を告げるこの台詞に、 Adamは辛珠な判断を下す。 "これ
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は単なるレトリックにすぎない。彼女はまったく何も見ておらず、一時間
⑳

前より少しでも多くのことを知っている訳ではない。" 4幕3場でPauline

がchristianismeに示した完全な無理解。それ以後彼女が何を知り得ただ

ろう?目の当りにしたのは夫の死だけである。

Adamの判断は常識に適っている。一方作者が試みたのは、 Paulineの

改宗を神学上の真理に立脚させることであった。次元は異るが共に真理で

ある。我々は次のように言おう。奇跡が存在しなくとも、 Paulineは夫の

後に従ったであろう　graceが下る以前に彼女の心理の軌跡は決定されて

いたからである。彼女は夫を愛した。夫は殉教した。この世で愛の叶わな

かった彼女は、夫の理想を共有することを望んだ　christianismeの真理

が啓示されたか否かは我々の関心をひかない。肝心なのは彼女がそれを望

んだことだ。もし、宗教劇の枠内に収めようとするCorneilleの細心の努

力を無にすることにならないなら、我々はPaulineの改宗が、 gr急ceによ

る真理の啓示ではなく、地上の愛故になされたと断言してはばからない。

彼女がS6Vとreより夫を選んだ時、つまりamour heroiqueとは異質の愛、

現世でのgloireの光彩を奪われた堕ちた男-の愛を選んだ時、既に改宗

は用意されていたのである。

T

Felixの改宗をPaulineのように心理的側面から説明することは不可能

である。超自然的なgraceの作用と言う他ない。この場合graceの出現

は、神学上の必然であると共に、劇作術上の要求も満足させている。 Moli一

色reが喜劇の幕を降すため、しばしば奇跡としか言いようのない偶然を利

用したように、 Corneilleはgraceを利用する。 Polyeucteの殉教で悲劇

の大癖ま終ったにしても、 Pauline, Severe, F色1ixの行方に観客の興味は

集まっている.もし、 PaulineとF色Iixの改宗がなかったら、作者は短時

間の間に、 "観客の好奇心を余す所なく満足させ、劇を完成した状態にして
⑳

舞台から引き下ることは困難であったろう。"
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又アリストテレスの詩学に関連して触れた如く、観客に主人公-の同情

より迫害者への憎悪の方を強く感じさせぬた釧こも、 F色lixの改宗は有効

であった。 "(Felixに対する)この嫌悪は(=・)劇の結末で起る奇跡による
⑳

改宗によって、 F色lixと観客を十全に和解さすことの妨げにはならない。"

結　　　論

我々は、 Corneilleのtrag色die chretienneを、専らPaulineを巡る三

角関係の恋愛劇という観点から検討した。この見方は17、 8世紀のフラン

スの観客には既に周知のものであった。だが彼らの共感はPauline-S色Ⅴ芭re

のカップルに集中する　Polyeucteは恋の成就を妨げる妨害者としか見倣

されない。我々の視点はこれと異る。いささかprecieuxで時代がかった

Pauline-Sとvereの恋ではなく、 PaulineとPolyeucteの関係にこそ、作

品のonginaliteは存在するo夫の愛に導びかれて改宗に到るPaulineの

心理描写は、作品が荒唐無穫な奇跡のドラマに堕すことを救った。

Polyeucteの決意とFと1ixの改宗には多少の不自然さが残る。我々はこ

れを劇作術の面から弁護した　Polyeucteの偶像破壊はfanatismeの非

難が成り立たなくもない。だがこのfanatismeもLemaitreやGideの視

点に立つ時、かえって現代的興味をかきたてる。

恋愛劇の観点を強調したからと言って、作品の宗教的意図まで否定する

訳ではない　janseniste達のCorneille非難、又Claudelの``Polyeucte"

への言及が、この作品とキリスト教精神の矛盾を示唆しようと、それは彼

らとCorneilleのキリスト教観の遣いを示すだけで、直ちに"Polyeucte"

の宗教性を否定するものではない。作者の意図に関しては、 "Ce n'est
⑳

quunepi芭cede thとELtre (- ) maisquil'entretiendradeDieu:という

Corneilleの言を素直に信じて良かろう。思索と自由意志の関係について、

j色suite達の正統的神学の枠組を守りながら、豊かな人間的感情を盛り込

むことに成功したのである。"tendresses de l'amour humain"と"fermete

du divin"の快い混合が、 "信心家も社交界の人士も共に滞足させた"ので
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ある。
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〃Polyeucte" ou la tragとdie de la grace

Nobuya MURASE

Ce qui nous frappe le plus dans 〃Polyeucte", c'est que la grえce y joue

un role tr芭s important. Cette intervention d'une force surnaturelle et

mysterieuse donne un carac縫re exceptionnel A Ia pi芭ce en comparai-

son des ouvrages pr色C色dents de Corneille. Dans ces derniers, nous

pouvons savoir quels mobiles determinent les gestes des personnages :

〟Aucune force controlable, dit Antoine Adam, ne peut expliquer la

r芭solution de Polyeucte, la conversion de Pauline ou de F色Iix."

Mais d'autre part, si "Polyeucte" est le chef-d'∝uvre du th色atre

chr色tien de langue fran9aise, ce serait que la piece est soigneusement

d色barrassとe des sc色nes miraculeuses. Tandis qu'elles emplissent au

I7e si芭cle la plupart des drames du meme genre, 〟Polyeucte" echappe

A l'abus du merveilleux. N'esトil done pas possible de d色couvrir des

mobiles tr芭s humains dans les trois actes qu'Antoine Adam consid芭re

comme mexphcables psychologiquement : resolution de Polyeucte,

conversion de Pauline et de Felix?

Nous allons analyser la piece de ce point de vue apr芭s avoir porte

la lumi芭re sur des faits necessaires pour mieux la comprendre : date

de sa premi芭re representation, sources, climat spirituel qui a permis

えl'auteur de travaillerえune tragedie chretienne, et surtout critique

des doctes et des mondains sur "Polyeucte" (chap. 1-4).

Quand est-ce que Polyeucte prend la resolution de detruire les

idoles? Supposons qu'il Fait d輔prise lorsqu'il reparait en sc色ne
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aprとs son bapteme (acte II, sc芭nelV) ; alors, ses efforts pour apaiser

Pauline inqui芭te de la destinとe de son mari seraient hypocrites, parce

que、Iui-meme a la conviction de sa mort. II se d色termine plutot entre

les vers 636 et 640. Cette d色cision si soudaine, qui ne s'exphque peut-

etre que par une force mys縫rieuse, parait negliger la v色ritとpsycho-

logique, ce qui donne raison A Adam.

On doit chercher le mobile de la conversion de Pauline dans son

sentiment amoureux. Corneille nous dit qu'elle a etとsubitement

eclair色e par la gr急ce. On peut penser au contraire quecest par

amour qu elle se fait chretienne.

Dans la piece il y a deux amours mais non pas de m芭me nature.

L'amour de Pauline et de S色Vとre repose sur le code de 〝l'amour heroi-

que dont le principe est la gloire ou l'honneur ; ils rivalisent 1 un avec

l'autre de g色n色rosit色　de grandeur d'ame, de丘delitとau devoir. Le

charme qui emporte Pauline vers S色Ⅴ芭re est surtout l'attraction

qu'exercent sur elle le prestige du hとros et sa renom色e・

Au depart, c'est seulement par devoir que Pauline aime son man;

elle hesite entre les deux amours. MaisえIa fin, elle surmonte son

inclination pour S色V芭re en lui substituant sa passion pour Polyeucte.

Cette passoin n'a aucun rapport avec le prestige de la gloire. Lorsque

Stratonice lui annonce l'iconoclastie de Polyeucte, elle repond : Quel-

que Chretien qu'il soit, je n'en ai point d'horreur ; Je ch色ris sa person-

ne". Elle ose aimer un criminel. Les paroles qu'elle adresse A Poly-

eucte juste avant son martyre laissent pressentir sa conversion : "Je

te suivrai partout et mourrai si tu meurs.

On peut attribuer la conversion de Felix, inexplicable psycologi-

quement, A l'exigence de la dramaturgic L'auteur doit satisfaire la

curiosite des spectateurs : que deviennent Felix, Pauline et S色V芭re
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apr芭s la mort du h色ros? Le plus simple moyen de brusquer le d色noue一

ment est la conversion des personnages.

Selon son interpretation de "1'Art Poetique" d'Aristote, Corneille

se trouve dans la nとcessite de r色concilier les spectateurs avec Felix :

la tragedie ne doit pas "exciter plus d'indignation et de haine contre

celui qui fait souffrir que de piti色pour celui qui souffre". En un mot,

celui qui pers色cute le h色ros ne doit pas etre fondamentalement m色-

chant. Felix Chretien satisfait cette exigence.




